
修学旅行で潜水艦・護衛艦を研修

こ
の
研
修
は
、
修
学
旅
行
の
日
程
に
組
み
込
ま
れ
「
総
合
的

県
仙
台
市
）
の
潜
水
艦
等
研
修
を
支
援
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
川
崎
出
張
所
（
所
長　

荒
木
３
陸
佐
）

は
、
９
月
２
６
日
（
金
）、
宮
城
教
育
大
学
附
属
中
学
校
（
宮
城

な
学
習
の
時
間
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
多

数
の
希
望
者
か
ら
選
抜
さ
れ
た
９
名
の
生
徒
が
、
事
前
に
海
上

自
衛
隊
の
歴
史
や
活
動
な
ど
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
て
臨

ん
だ
。

生
徒
を
乗
せ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
米
海
軍
横
須
賀
基
地
に
入

り
、
や
が
て
潜
水
艦
「
や
え
し
お
」（
第
２
潜
水
隊
群
第
４
潜
水

っ
た
。
艦
内
の
研
修
で
は
、
隊
員
が
魚
雷
の
側
で
寝
起
き
し
て

い
る
こ
と
を
知
る
と
、「
え
っ
、
本
当
に
こ
こ
で
寝
る
の
」、「
怖

く
な
い
の
」
と
驚
い
て
い
た
。
護
衛
艦
「
い
か
づ
ち
」（
第
１
護

衛
隊
群
第
１
護
衛
隊
）
の
研
修
で
は
、「
日
本
の
防
衛
を
担
う
難

し
さ
、
ま
た
、
喜
び
は
何
か
」、「
船
の
名
前
は
何
故
平
仮
名
な

の
か
」
な
ど
の
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
た
。
宿
舎
に
戻
る
と
出

生
徒
に
自
衛
隊
の
使
命
と
魅
力
を
伝
え
、
理
解
者
、
協
力
者
の

拡
大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

伊勢原観光道灌まつりで自衛隊をＰＲ

隊
）
の
黒
い
船
体
が
近
づ
く
と
、
一
斉
に
大
き
な
歓
声
が
上
が

自衛隊広報ブース

記念撮影

こ
の
祭
り
は
、
江
戸
城
築
城
で
知
ら
れ
、
伊
勢
原
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た

を
出
展
し
た
。

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
平
塚
地
域
事
務
所
（
所
長　

平
２
陸
尉
）
は
、
１

０
月
４
（
土
）、「
第
４
７
回
伊
勢
原
観
光
道
灌
ま
つ
り
」
に
、
広
報
ブ
ー
ス

戦
国
の
武
将
・
太
田
道
灌
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
お
祭
り
で
、「
道
灌

公
鷹
狩
り
行
列
」、「
北
条
政
子
日
向
薬
師
参
詣
行
列
」、「
観
光
総
踊
り
」
な

ど
が
行
わ
れ
る
市
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
祭
の
２
日
間
で
約
３
０
万

人
（
市
広
報
発
表
）
が
駅
周
辺
の
歩
行
者
天
国
な
ど
に
訪
れ
た
。

自
衛
隊
の
広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
平
塚
募
集
相
談
員
会
副
会
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
募
集
相
談
員
に
駆
け
つ
け
て
い
た
だ
き
、
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
写

と
迷
彩
服
の
体
験
試
着
を
行
っ
た
が
、
制
服
姿
を
カ
メ
ラ
に
収
め
よ
う
と
、

長
蛇
の
列
が
で
き
る
な
ど
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

平
塚
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
積
極
的
に
自
衛

隊
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、
防
衛
基
盤
の
拡
充
に
努
め
る
」
と
し
て
い
く
。

真
パ
ネ
ル
や
非
常
用
糧
食
（
缶
め
し
）
の
展
示
の
ほ
か
海
上
自
衛
隊
の
制
服

宮城教育大学附属中学が横須賀で「総合的な学習の時間」

潜水艦「やえしお」の前で記念撮影

護衛艦「いかづち」乗員の説明に
真剣に耳を傾ける生徒

迎
え
た
先
生
に
、「
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
興
奮
気

味
に
報
告
し
て
い
た
。

川
崎
出
張
所
は
、「
今
後
も
、
自
衛
隊
に
関
心
を
持
つ
全
国
の


